
としょかんがすすめるなつやすみのほん（１・２年向き） 

  
『それしかないわけないでしょう』 

ヨシタケシンスケ／著 白泉社（Ｅヨ・ソ） 
 

 みらいには、たいへんな 

ことしかないっていうけれ 

ど本当
ほんとう

にそうなのかな？ 

いろんなみらいを考
かんが

えてみ 

ると、すごーく楽
たの

しくなっ 

てくるよ。 

『たんたのたんけん』 

中川李枝子／さく 山脇百合子／え 

学研（913ナ・タ） 
 

 たんたのたんじょう日
び

に１つう 

の手紙
て が み

がとどきました。中
なか

に入っ 

ていたのは、ふしぎな１まいの地
ち

 

図
ず

。さっそく地図
ち ず

をもって、たん 

けんにしゅっぱつです。 

『さかなのたまご』 

内山りゅう／写真・文 ポプラ社（487サ） 
 

 さかなにとって大切
たいせつ

 

なことは、たまごをう 

んで子
こ

どもをのこすこ 

と。そのために、とっ 

ておきの「さくせん」 

があるのです。 

『ぼくのもものき』 

広野多珂子／文・絵  

福音館書店（Ｅヒ・ボ） 
 

 大
だい

すきな「もも」をそだ 

てることになったぼく。 

ちょっとずつ大
おお

きくなって 

いくのが毎
まい

日
にち

とっても楽
たの

しみで…。 

『どろんここぶた』 

アーノルド・ローベル／作 岸田衿子／訳  

文化出版局（Ｅロ・ド） 
 

 おひゃくしょうさんのうち 

のこぶたが１番
ばん

すきなことは、 

やわらかいどろんこの中
なか

にし 

ずんでいくこと。でもある日
ひ

、 

どろをぜんぶかたづけられて 

しまいます。 

『ふらいぱんじいさん』 

神沢利子／作 堀内誠一／絵 

あかね書房（913カ・フ） 
 

 ふらいぱんじいさんは、だれ 

かのやくに立
た

ちたくて、たびに 

出
で

ることにしました。ところが、 

出会
で あ

うのは、ふらいぱんを見
み

た 

ことも聞
き

いたこともないどうぶつたちばかりでした。 

『オタマジャクシのうんどうかい』 

阿部夏丸／作 村上康成／絵 

講談社（913ア・オ） 
 

 オタマジャクシのタマは、しっぽ 

がみじかいせいで、かけっこはいつ 

もビリです。みんなはタマのために 

できることはないのか、しんけんに 

考
かんが

えます。 

『はなのあなのはなし』 

やぎゅうげんいちろう／さく  

福音館書店（Ｅヤ・ハ） 
 

 同
おな

じはなのあなでも人
ひと

によ 

って大
おお

きさや形
かたち

がちがう。 

あなが１こだけのどうぶつも 

いる。はなのあなって、なん 

のためにあるのかな？ 

『へろへろおじさん』 

佐々木マキ／さく  

福音館書店（Ｅサ・ヘ） 
 

 手紙
て が み

を出
だ

しに行
い

こうとしたら、 

かいだんからおち、外
そと

に出
で

たら 

空
そら

からマットがふってきて…。 

そんなとことんツイてないおじ 

さんのおはなしです。 

 

『ねぼすけはとどけい』 

ルイス・スロボドキン／作 くりやがわけいこ／訳 

偕成社（Ｅス・ネ） 
 

 時計
と け い

やに１つだけ「はと」 

がおくれてとびだす時計
と け い

があ 

りました。時計
と け い

をバラバラに 

してなおそうとするのですが、 

うまくいきません。それどこ 

ろか、ますます時計
と け い

はおくれ 

てきてしまい…。 

『ポケットのたからもの』 

レベッカ・コーディル／文  

エバリン・ネス／絵 三木卓／訳 

リブリオ出版（933コ・ポ） 
 

 はじめての学校
がっこう

の日
ひ

、ジェイは、大
だい

すきな友
とも

だちを

ポケットの中
なか

にいれて、コッソリつれて行
い

くことにし

ました。でも、すぐにみんなに見
み

つかってしまいます。 

 

『いえができるまで』 

砺波周平／構成・写真  

ひさかたチャイルド（527イ） 
 

 「いえ」ってだれがどうや 

って、つくっているのかな？ 

いえができるまでをのぞいて 

みよう。 

『さるとわに』（ジャータカ物語より） 

ポール・ガルドン／さく 

きたむらよりはる／やく 

ほるぷ出版（Eガ・サ） 
 

 わにが木
き

の上
うえ

のさるを食
た

べようと 

するのですが、いつもあとちょっと 

のところでにげられてしまいます。 

『てんこうせいはワニだった！』 

おのりえん／作・絵  

こぐま社（913オ・テ） 
 

 ぼくのクラスにてんこうせい 

としてきたのは、ワニだった。 

でも、ワニだからイスにすわれ 

ないし、えんぴつももてない。 

ワニといっしょのクラスは、オ 

ドロキのれんぞくだった。 

『ふるやのもり』 

瀬田貞二／再話  

田島征三／画  

福音館書店（Ｅタ・フ） 
 

 うまやにしのびこんだ 

うまどろぼうとオオカミ。 

まっくらの中
なか

、それぞれがこわい「ふるやのもり」を

かんちがいしたせいで、まさかのじたいに！！ 

『きえた犬のえ』（ぼくはめいたんてい 1） 

マージョリー・Ｗ・シャーマット／ぶん  

マーク・シーモント／え 光吉夏弥／やく 

大日本図書（933シ・ボ 1） 
 

 めいたんていネートのもとに 

犬
いぬ

のえをさがしてほしいという 

いらいがありました。 

ネートは、このじけんをかいけ 

つできるのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


